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②
指
定
緊
急
避
難
場
所
等
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
災
害
種
別
を
踏
ま

え
て
指
定
し
て
い
る
。
見
直
し
は
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
施
設
の

統
廃
合
な
ど
に
合
わ
せ
必
要
に
応
じ
て

随
時
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
に
加
え
、
親
戚
・
知

人
宅
や
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど
複
数
の
避

難
先
を
確
保
す
る
よ
う
継
続
し
て
周
知

し
て
い
る
。

③
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
孤
立
集
落

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
各
家
庭
で
の
水
・
食
料
・
生

活
必
需
品
の
備
蓄
の
周
知
や
自
主
防
災

組
織
へ
の
備
蓄
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
44
箇
所
に
災
害
時
必
要
物
資
を
分

散
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、
孤
立
集
落

発
生
時
を
想
定
し
た
大
型
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
物
資
輸
送
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
８
月
宮
崎
県
で
震
度
６

弱
の
地
震
が
発
生
し
、
気
象
庁
が
初
め

て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
発
表

し
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
危
機
意
識
が

急
激
に
高
ま
っ
た
。
今
後
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
大
規
模
地
震
や
、
激
甚
化
す
る

風
水
害
に
備
え
た
取
組
に
つ
い
て
、
次

の
点
を
問
う
。

①
大
規
模
災
害
に
備
え
た
取
組
状
況
と

そ
の
評
価
に
つ
い
て
②
激
甚
化
す
る
風

水
害
に
対
応
し
た
指
定
緊
急
避
難
場
所

等
の
地
域
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
見
直

し
に
つ
い
て
③
孤
立
集
落
発
生
想
定
と

対
策
に
つ
い
て
。

答
①
市
民
の
自
助
の
重
要
性
の
認
識

や
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防

災
訓
練
や
防
災
講
演
会
の
開
催
、
地
域

防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
支
援
な
ど
の

啓
発
活
動
を
実
施
。
共
助
の
取
組
と
し

て
、
防
災
士
の
育
成
や
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催
な
ど
に
よ
り
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
長
期

総
合
計
画
で
成
果
目
標
と
し
て
い
る
防

災
意
識
浸
透
度
や
防
災
訓
練
実
施
率
は

目
標
達
成
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

着
実
に
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

中
なか

迫
さこ

 勇
ゆう

三
ぞう

▪�

大
規
模
災
害
時
へ
の
本
市
の
備
え

に
つ
い
て

▪�

市
民
に
よ
り
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

児
童
遊
園
に
つ
い
て

造
船
分
野
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
市
長
の
施
政
方
針
に
お
い
て
「
国

の
17
の
戦
略
分
野
の
一
つ
で
あ
る
造
船

分
野
に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
的
な
投

資
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
県
と

連
携
し
て
取
り
組
む
」
と
、
特
定
の
産

業
分
野
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
造
船
業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
り
、
関
連
事
業
者
を
含
め
、

高
い
付
加
価
値
と
多
く
の
雇
用
を
生
ん

で
い
る
。
造
船
産
業
で
は
、
国
策
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
造
船
業
再
生

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
あ
る
と
お
り
、
生

産
施
設
の
規
模
拡
大
や
設
備
の
新
設
な

ど
、
官
民
双
方
か
ら
の
大
き
な
投
資
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
好
機
を
確
実

に
捉
え
、
本
市

造
船
産
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
事
業

者
の
投
資
が
促

進
さ
れ
る
よ

う
、
私
自
ら
が

先
頭
に
立
ち
、

率
先
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

産
業
団
地
開
発
の
状
況
に
つ
い
て

問
県
内
他
自
治
体
で
は
、
産
業
団
地

造
成
の
動
き
が
具
体
化
し
て
お
り
、
現

時
点
で
分
譲
可
能
な
産
業
団
地
を
持
た

な
い
本
市
に
お
い
て
は
、
産
業
団
地
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
年
度

行
っ
た
「
市
独
自
に
よ
る
産
業
団
地
開

発
」
の
検
討
内
容
と
、
今
後
の
事
業
の

進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

答
三
原
西
部
工
業
団
地
近
接
の
市
有

地
開
発
に
つ
い
て
、
精
査
の
結
果
、
当

初
想
定
を
上
回
る
整
備
費
に
よ
り
事
業

採
算
性
の
確
保
が
困
難
と
判
明
し
た
。

今
後
は
、
近
隣
民
有
地
を
含
め
た
開
発

の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
令
和
８
年
度

に
土
地
所
有
権
や
規
制
等
の
基
礎
調
査

を
独
自
で
行
う
。
併
せ
て
、
短
期
的
な

対
応
策
と
し
て
、
工
業
団
地
内
の
公
園

予
定
地
（
市
有
地
）
約
１
・
４
ha
を
産

業
用
地
と
し
て
売
却
で
き
る
よ
う
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

住
すみ

田
だ

 誠
まこと

▪�

産
業
団
地
確
保
に
向
け
た
取
組
状

況
に
つ
い
て

▪�

造
船
分
野
へ
の
支
援
の
考
え
方
に

つ
い
て

ドローンによる物資輸送訓練

三原西部工業団地
(小原地区)
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デ
ジ
タ
ル
で
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誌
面
よ
り
便
利
に
情
報
が
得
ら
れ
る
市

民
を
増
や
す
よ
う
に
進
め
た
い
。

農
林
業
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
荒
廃
農

地
及
び
山
林
の
管
理
問
題
に
つ
い
て

問
農
林
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
が
進

み
、
後
継
者
が
い
な
い
農
地
や
山
林
が

増
加
し
て
い
る
。
今
後
、
農
地
や
山
林

は
負
の
不
動
産
と
し
て
放
置
さ
れ
る
の

か
。
そ
れ
と
も
地
域
資
産
と
し
て
活
か

し
て
い
く
の
か
。
農
地
バ
ン
ク
の
現
状

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
令
和
８
年
度
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
農
地
利
用
の
将
来
像
と
な
る

よ
う
モ
デ
ル
４
地
区
を
定
め
、
計
画
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
計
画
の
具
体
化
と
実
現
に
向

け
、
今
後

も
、
農
地

バ
ン
ク
や

農
業
委
員

等
と
連
携

し
地
域
計

画
の
実
効

性
を
高
め

て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格

差
）
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

問
デ
ジ
タ
ル
弱
者
対
策
と
し
て
、
全

国
自
治
体
で
は
ス
マ
ホ
購
入
助
成
や
通

信
費
補
助
、
講
習
会
拡
充
な
ど
包
括
的

支
援
策
を
進
め
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
ス
マ
ホ
の
普
及
率
が
一
定
の
水
準

に
達
成
し
て
お
り
、
購
入
助
成
や
通
信

費
の
補
助
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問
市
の
答
弁
で
の
「
①
ス
マ
ホ
を
持

つ
、
持
た
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
方
に
災
害
情
報
が
行
き
届
き
、
ス

ム
ー
ズ
に
行
政
手
続
き
が
で
き
る
こ
と

が
重
要
。
②
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対

策
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
推
進
し
て
い
く
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
例
を
問
う
。

答
①
ス
マ
ホ
が
あ
る
、
な
い
に
よ
っ

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
格
差
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。
②
そ
の
他
の
施
策
と
デ
ジ
タ
ル

デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
推

進
す
る
具
体
例
と
し
て
、
か
ん
き
ょ
う

カ
レ
ン
ダ
ー
（
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
）
や
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド
の
誌
面

の
内
容
を
改
善
ま
た
は
充
実
し
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
を
進
め
つ
つ
、

宮
みや

垣
がき

 秀
ひで

正
まさ

▪�

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）

対
策
の
推
進
に
つ
い
て

▪�

農
林
業
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
荒
廃
農

地
及
び
山
林
の
管
理
問
題
に
つ
い
て

萩
はぎ

 由
ゆ

美
み

子
こ

▪�

巨
大
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▪�

学
校
で
の
減
災
教
育
に
つ
い
て

▪�

三
原
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
問
う
。

答
各
家
庭
に
お
い
て
簡
易
ト
イ
レ
等

の
備
蓄
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
津
波

警
報
等
発
表
さ
れ
た
場
合
は
直
ち
に
避

難
が
大
前
提
で
あ
り
周
知
し
て
い
る
。

学
校
で
の
減
災
教
育
に
つ
い
て

問
学
校
現
場
で
は
、
地
震
発
生
時
に

「
自
分
の
体
を
守
る
行
動
」
と
し
て
近

く
に
机
等
が
あ
れ
ば
そ
の
下
に
入
り
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
待
つ
こ
と
、
無
い
場

合
は
頭
を
手
で
守
り
う
ず
く
ま
る
姿
勢

を
取
る
事
を
長
年
教
え
ら
れ
て
い
る
。

　
天
井
の
崩
落
に
よ
る
重
さ
に
机
が
耐

え
ら
れ
る
か
、
う
ず
く
ま
っ
た
姿
勢
で

は
周
囲
の
状
況
把
握
が
遅
れ
、
と
っ
さ

に
動
け
な
い
等
の
指
摘
が
あ
る
が
対
応

を
問
う
。

答
従
来
の
訓
練
の
盲
点
を
突
く
も
の

と
捉
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

減
災
教
育
の
普
及
に
努
め
る
。

巨
大
地
震
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
10
月
「
広
島
県
地
震
被

害
想
定
調
査
結
果
」
が
発
表
さ
れ
た
。

被
害
想
定
で
変
更
に
な
っ
た
事
、
死
者

数
・
被
害
者
数
が
増
加
し
た
理
由
を
問

う
。

答
本
市
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
被
害
想
定
で
は
死
者
数
が
１
０
４
４

人
か
ら
２
１
０
４
人
と
な
り
、
避
難
所

へ
の
避
難
者
数
は
１
４
２
５
３
人
か
ら

１
７
８
１
５
人
に
増
加
し
た
。

　
死
者
数
は
避
難
速
度
を
地
面
傾
斜
や

避
難
行
動
要
支
援
者
の
同
行
の
有
無
に

応
じ
て
設
定
し
た
こ
と
、
避
難
者
数
は

半
壊
建
物
か
ら
の
避
難
割
合
を
増
や
し

た
こ
と
が
増
加
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

問
新
し
い
被
害
想
定
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

答
津
波
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
電

子
版
と
と
も
に
紙
媒
体
で
作
成
し
、
津

波
浸
水
区
域
内
の
世
帯
及
び
事
業
所
に

全
戸
配
布
す
る
。
ま
た
、
津
波
浸
水
深

看
板
も
更
新
す
る
。

問
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震

に
対
し
、
各
家
庭
で
防
災
用
簡
易
ト
イ

レ
を
備
蓄
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
30
㎝

の
浸
水
で
避
難
が
困
難
に
な
る
た
め
、

出
来
る
だ
け
早
期
の
避
難
を
促
す
必
要

机などがあるとき

机などがないときに
頭を守る姿勢
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者
で
あ
る
国
交
省
と
県
に
排
水
に
関
し

問
題
な
い
と
判
断
し
、
接
続
同
意
を
し

た
の
か
を
確
認
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
適
切
に
判
断
を
し
て
い
る
。

意
見
問
題
な
い
と
言
い
切
る
が
、
排

水
口
が
接
続
さ
れ
た
国
道
２
号
線
側
溝

で
の
大
雨
時
の
流
量
計
算
結
果
を
確
認

し
た
い
の
で
、
後
日
示
し
て
ほ
し
い
。

最
低
評
価
を
受
け
た
価
格
交
渉
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
秋
に
中
小
企
業
庁
が
実

施
し
た
、
中
小
企
業
と
の
価
格
交
渉
に

後
ろ
向
き
な
行
政
の
評
価
で
、
本
市
は

全
国
で
最
低
評
価
を
受
け
た
が
、
ど
こ

に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

答
建
設
工
事
請
負
契
約
で
は
受
注
者

か
ら
の
物
価
変
動
に
よ
る
請
負
代
金
変

更
の
交
渉
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
契
約
で
は
現
在
受
注
者
か
ら
の
価
格

交
渉
に
応
じ
る
仕
組
み
が
な
か
っ
た
。

問
こ
の
評
価
結
果
を
受
け
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
行
う
の
か
。

答
受
注
者
か
ら
価
格
交
渉
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
協
議
に
応

じ
る
こ
と
を
契
約
書
の
条
文
に
明
記

し
、
契
約
時
に
説
明
す
る
。
ま
た
、
協

議
の
上
、
契
約
変
更
契
約
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
、
変
更
契
約
を
締
結
す

る
よ
う
に
改
め
る
。

本
郷
産
廃
処
分
場
の
本
市
の
対
応

問
市
長
の
施
政
方
針
の
中
で
、
水
質

汚
濁
の
防
止
や
生
活
環
境
保
全
の
取
組

を
進
め
る
と
宣
言
さ
れ
た
が
、
具
体
的

に
何
を
す
る
の
か
。

答
河
川
で
の
水
質
監
視
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
水
質
汚
濁
を
早
期
に
把
握
す
る

た
め
の
重
要
な
対
策
と
考
え
て
い
る
。

問
そ
れ
は
汚
濁
防
止
や
生
活
環
境
保

全
の
取
組
で
は
な
く
、
現
状
調
査
の
強

化
で
は
な
い
か
。

答
水
質
変
化
の
早
期
把
握
は
、
県
の

監
視
・
指
導
に
つ
な
が
る
た
め
、
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
取
組
と
認
識
し
て
い

る
。

問
市
は
林
地
開
発
審
査
で
、
排
水
接

続
先
の
河
川
等
管
理
者
の
同
意
を
確
認

せ
ず
に
、
他
の
工
事
許
可
で
問
題
な
い

と
判
断
し
許
可
を
出
し
て
い
る
。
本
市

の
審
査
に
瑕か

し疵
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

答
排
水
施
設
の
整
備
に
必
要
な
申
請

が
許
可
と
な
る
見
込
み
か
ら
、
同
意
が

得
ら
れ
て
い
る
と
判
断
を
し
て
い
る
。

問
推
定
で
問
題
な
し
と
判
断
し
て
い

る
。
他
の
工
事
許
可
と
林
地
開
発
に
お

け
る
河
川
等
管
理
者
の
同
意
は
法
律
上

も
意
味
合
い
が
異
な
る
。
河
川
等
管
理

田
た

中
なか

 裕
ひろ

規
き

〈
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
〉

▪�

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る

本
市
の
対
応
に
つ
い
て

▪�

最
低
評
価
を
受
け
た
中
小
企
業
と
の

「
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
」
に
つ
い
て

が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
課
題
が
あ

り
、
多
世
代
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
の

機
能
を
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

問
単
な
る
施
設
の
縮
小
で
は
な
く
、

子
育
て
を
核
に
、
多
世
代
が
支
え
合
え

る
拠
点
と
し
て
多
世
代
交
流
型
拠
点
の

整
備
の
検
討
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
る

考
え
は
あ
る
か
問
う
。

答
多
世
代
交
流
拠
点
は
地
域
維
持
に

寄
与
す
る
が
、
防
犯
や
安
全
面
な
ど
の

運
用
課
題
が
多
い
。
本
市
と
し
て
は
、

ま
ず
は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
教

育
・
保
育
環
境
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
を
優
先
し
取
り
組
む
。

本
郷
地
区
に
お
け
る
多
世
代
交
流
型

複
合
施
設
整
備
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
が
、
試
行
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
本
郷
幼
稚
園
の
園
児
数
の

現
状
は
、
定
員
１
２
０
名
に
対
し
、
現

在
は
34
名
と
定
員
の
３
割
を
切
る
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
郷
地

区
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
機
能
の

方
向
性
を
問
う
。

答
本
市
で
は
、
７
年
３
月
に
第
４
期

三
原
市
幼
稚
園
・
保
育
所
等
適
正
配
置

実
施
計
画
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
教

育
・
保
育
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
該
当
地
区
の
既
存
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
更
新
時
期
を
捉
え
た

認
定
こ
ど
も
園
化
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　
具
体
的
な
整
備
手
法
や
実
施
時
期
等

に
つ
い
て
調
整
を
行
い
、
順
次
実
施
に

移
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
合
を
契
機

と
し
た
多
世
代
交
流
型
複
合
拠
点
整
備

の
可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

答
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
地
域
交
流
機
能

を
併
設
す
る
複
合
拠
点
化
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
の
集
約
に
よ
る
管
理
コ

ス
ト
の
抑
制
、
利
便
性
は
考
え
ら
れ
る

村
むら

上
かみ

 真
ま

以
い

▪�

本
郷
地
区
に
お
け
る
多
世
代
交
流

型
複
合
拠
点
整
備
に
つ
い
て
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総　　括　　質　　問

て
も
「
問
題
な
い
」
旨
の
回
答
を
頂
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
よ
う
に
急
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
事
前
調
整
に
苦
慮

す
る
な
ど
の
新
た
な
課
題
が
見
つ
か
っ

た
。
引
き
続
き
、
研
究
し
て
い
く
と
と

も
に
取
組
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
年
代
別
投
票
率
の
傾
向
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
期
日

前
投
票
所
の
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ

る
現
状
か
ら
、
共
通
投
票
所
の
設
置
検

討
を
含
め
た
当
日
投
票
所
の
在
り
方
を

見
直
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
年
代
別
投
票
率
に
つ
い
て
は
、
60

代
・
70
代
の
投
票
率
が
高
く
、
10
代
・

20
代
の
投
票
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
共
通
投
票
所
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

当
日
投
票
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
期
日
前
投
票
の
利
用
増
加
に
伴

い
、
当
日
投
票
所
の
利
用
も
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
開
設
時
間
の
短
縮
な

ど
も
含
め
、
見
直
し
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

べ
、
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の
使
用
を

低
減
す
る
農
業
と
有
機
農
業
を
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

環
境
負
荷
の
低
減
と
生
産
性
・
収
益
性

を
両
立
す
る
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
持
続
可
能
な
農
業
の
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

答
県
内
他
市
町
に
先
駆
け
、
今
年
度

「
三
原
市
み
ど
り
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
の
意
識
醸
成
と
合
意
形
成
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

に
対
す
る
農
業
者
の
意
識
や
意
向
及
び

実
需
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
持
続

的
な
農
業
経
営
体
制
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
、
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問
イ
オ
ン
三
原
店
の
期
日
前
投
票
所

に
つ
い
て
、
初
設
置
か
ら
こ
れ
ま
で
の

各
種
選
挙
を
通
じ
て
の
全
体
的
な
評
価

に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
市
民
の
方
々

か
ら
開
設
期
間
の
延
長
を
求
め
る
声
が

多
く
あ
り
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
イ
オ
ン
三
原
店
の
期
日
前
投
票
所

に
つ
い
て
は
、
選
挙
の
度
に
利
用
率
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
利
便
性
の
高

い
立
地
に
よ
る
投
票
環
境
の
提
供
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い

る
。
ま
た
、
開
設
期
間
の
延
長
に
つ
い

て
は
、
同
様
の
意
見
を
頂
い
て
お
り
、

こ
う
し
た
ご
意
見
や
選
挙
ご
と
の
投
票

率
、
期
間
を
通
じ
て
の
利
用
状
況
等
を

踏
ま
え
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
投
票
環

境
の
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
す

る
。

問
令
和
７
年
７
月
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
以
降
、
高
校
生
の
投
票
立
会
人

を
起
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
取
組
結
果

の
評
価
と
課
題
及
び
今
後
に
つ
い
て
問

う
。

答
従
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生

徒
や
学
校
側
か
ら
好
評
な
回
答
を
頂
い

て
お
り
、
課
題
と
懸
念
し
て
い
た
「
報

酬
、
保
護
者
の
理
解
・
協
力
」
に
つ
い

地
場
産
業
の
販
路
開
拓
支
援
に
つ
い

て問
販
路
開
拓
支
援
の
現
状
と
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

答
本
市
で
は
、
東
京
の
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
ひ
ろ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
Ｔ
Ａ

Ｕ
」
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
拡
大
と
認
知
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
商
工
団

体
と
本
市
が
連
携
し
て
策
定
し
た
「
経

営
発
展
支
援
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
と

し
て
、
展
示
会
等
へ
の
出
展
支
援
を
行

い
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を

推
進
し
て
い
る
。

問
首
都
圏
の
商
談
展
示
会
を
活
用
し

た
販
路
開
拓
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答
事
業
者
の
規
模
や
事
業
内
容
に
適

し
た
段
階
的
な
販
路
拡
大
の
検
討
も
重

要
で
あ
る
。
展
示
会
参
加
に
か
か
る
費

用
負
担
の
軽
減
や
情
報
提
供
、
専
門
的

支
援
の
充
実
、
多
様
な
販
路
開
拓
な
ど

を
支
援
す
る
商
工
団
体
の
取
組
と
連
携

し
て
、
地
場
企
業
の
持
続
的
な
成
長
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

問
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
向
け
た

市
の
考
え
方
を
問
う
。

答
本
市
で
は
通
常
の
慣
行
農
業
に
比

岡
おか

田
だ

 直
なお

己
き

松
まつ

野
の

 諭
さとし

▪�

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

▪�

地
場
産
業
の
販
路
開
拓
へ
の
支
援

に
つ
い
て

▪�

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
に
つ
い

て
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